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において、 PLD2はextracellularsignal-regulated kinase (ERK）の下流で活性化されて神経
突起の伸長に重要な役割を果たすこと、（ 2) PIP5K~は海馬神経細胞のスパイン形成を
負に制御すること、（ 3) PIP5Kαは、アレルギ一反応を負に制御していること、および






を誘導発現した PC12細胞における ERKの活性化を解析したところ、いずれの PLD2を
誘導発現させても ERKの活性化は影響されなかった。しかしながら興味深いことに、
ERKの上流、ンクゃナノレ分子で、ある MAPkinase-ERK kinase (MEK）の特異的阻害剤 PD98059





























解析した結果、 PIP5Ky661 に特有の C末端 26 アミノ酸残基領域に AP-2 複合体の~2 サブ
ユニットの Earドメインが結合することが明らかとなった。さらに、この PIP5Ky661の
AP-2複合体との相互作用は、 PIP5Ky661のC末端26アミノ酸残基に存在する Ser645の
Cdk5によりリン酸化されると阻害され、その脱リン酸化により促進されることが invitro 
の解析から明らかとなった。初代培養海馬神経細胞を 45mM KClで脱分極刺激すると、
内在性 PIP5Ky661は脱リン酸化されて AP-2との相互作用が充進した。さらに、AP-2と
相互作用する PIP5Ky661のC末端領域を海馬神経細胞に強制発現させると、脱分極刺激
によるシナプ ト小胞のエンドサイ トーシスが顕著に阻害された。これらの結果から、海
馬神経細胞において、脱分極刺激に伴い PIP5Ky661は脱リン酸化されて AP-2と相互作
用し、シナプト小胞のエンドサイ トー シスを誘起することが示唆される。
本研究テーマに関するおもな発表論文を以下に掲載した。
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